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○農業分野及び福祉分野双方の理解が十分でない
○地域によって、生きづらさを抱える人の実態やニーズの把握、共有の状況に濃淡がある
○生きづらさを抱える人を支援する機関の支援会議への参画や連携ができている地域が多くない
○伴走支援の役割分担が明確になっている地域が多くない
○支援会議の関係者が集まる機会が多くなく、個別ケース検討会が組織的に行われている地域が
 少ない

  農福連携に係る地域の現状

県が考える今後の取組の方向性

■意識の醸成
○先進地域の成功事例の情報を提供するとともに、先進地域の見学会や勉強会の開催を支援

■情報共有の強化
○農福連携の取組実績やアンケート調査結果の分析を支援会議と共有し、取組方針や具体的な取組策の検討を支援

■生きづらさを抱える人を支援する機関が、各々で課題を抱え込まずに多機関で受け止めるネットワーク
○生きづらさを抱える人を支援する団体に対して、支援会議への参画を働きかけ

■生きづらさを抱える人の特性に応じて、支援対象者に寄り添った伴走支援機能
○対象者を伴走支援するコーディネーターを担う人材の設置を働きかけ
（重層的支援体制整備事業の活用など）

■生きづらさを抱える人の受け皿（受入先農家等）
○各支援会議が実施する勉強会を支援
（生きづらさを抱える人の特性等の理解促進）
○支援会議にアドバイザーを派遣するなどして、マッチングを支援
（先進地域の支援会議メンバーによるZoomでの助言など）
○ひきこもりの人を対象とした就労体験事業の利用促進 1
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調査対象：農福連携に取り組んでいる農業者
有効回答：36戸
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1 1  (1)生きづらさを抱える人の雇用について

一定の条件（支援策）が整えば、雇用を検討してもいい

積極的に検討したい

その他

生きづらさを抱える人の雇用は考えていない

◆97％の農業者が、生きづらさを抱える人の雇用について検討可能
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1 (2)生きづらさを抱える人の農作業体験について

受け入れても構わない

対象者をよく知ったうえで判断したい

一定の条件(支援策)が整えば、受け入れても構わない

受け入れを考えていない

◆97％の農業者が、生きづらさを抱える人の農作業体験の受け入れについて検討可能
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(3)希望する支援策について

伴走支援員の常時配置

居場所の利用料の支払い

生きづらさを抱える人の特性理解のための研修会の開催

その他

※複数回答があるため合計数は有効回答数
 とは一致しない
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◆生きづらさを抱える人の受け入れにあたって、約40%の農業者が、伴走支援員の
 配置を希望
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(4)受け入れ可能な人について

生きづらさを抱える人全般

ひきこもりの人

生活困窮者

精神疾患等を抱える人（手帳不所持）

その他
※複数回答があるため合計数は有効回答数
 とは一致しない

◆約40%の農業者は、生きづらさを抱える人の種別を問わず受け入れ可能
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（9%）

（43%）

調査対象：生きづらさを抱える人を支援する団体等
有効回答：36団体
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33 8 (1)支援対象者について

生活困窮者

精神疾患等を抱える人（手帳不所持）

ひきこもりの人

その他

触法者
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(2)農業分野への一般就労を希望または適していると考えられる人について

生活困窮者

精神疾患等を抱える人（手帳不所持）

ひきこもりの人

触法者

（59%）（28%）

（13%）
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(3)農業分野への社会参加(農作業体験)を希望または適していると考えられる人について

生活困窮者

精神疾患等を抱える人（手帳不所持）

ひきこもりの人

触法者

その他
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(4)生きづらさを抱える人が農作業体験をする際の支援団体の伴走支援について

時々であれば伴走支援が可能

伴走支援はできない

その他

常時伴走支援が可能
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◆支援対象者としては生活困窮者が最も多く、1,120人で約60%
◆農業分野への一般就労を希望または適していると考えられる生きづらさを抱える人は、
 一定数いると思われる。

◆農業分野への社会参加を希望または適していると考えられる生きづらさを抱える人は、
 一定数いると思われる。

◆約70%の支援団体は、一定の伴走支援が可能。
（その他：週１回程度、支援対象者が必要とする範囲で寄り添う 等）
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農業者
(雇用:1戸,体験:1戸)
生きづらさを抱える人
(一般就労:0人,居場所:1人)
伴走支援:1団体

農業者
(雇用:0戸,体験:0戸)
生きづらさを抱える人
(一般就労:0人,居場所:2人)
伴走支援:0団体

農業者
(雇用:8戸,体験:8戸)
生きづらさを抱える人
(一般就労:11人,居場所:3人)
伴走支援:1団体

農業者
(雇用:2戸,体験:2戸)
生きづらさを抱える人
(一般就労:257人,居場所:270人)
伴走支援:7団体

農業者
(雇用:1戸,体験:1戸)
生きづらさを抱える人
(一般就労:2人,居場所:6人)
伴走支援:0団体

農業者
(雇用:6戸,体験:6戸)
生きづらさを抱える人
(一般就労:41人,居場所:81人)
伴走支援:4団体

農業者
(雇用:2戸,体験:2戸)
生きづらさを抱える人
(一般就労:1人,居場所:3人)
伴走支援:1団体

農業者
(雇用:0戸,体験:0戸)
生きづらさを抱える人
(一般就労:4人,居場所:7人)
伴走支援:2団体

農業者
(雇用:0戸,体験:0戸)
生きづらさを抱える人
(一般就労:0人,居場所:10人)
伴走支援:2団体

農業者
(雇用:4戸,体験:4戸)
生きづらさを抱える人
(一般就労:34人,居場所:38人)
伴走支援:1団体

農業者
(雇用:2戸,体験:2戸)
生きづらさを抱える人
(一般就労:0人,居場所:0人)
伴走支援:0団体

農業者
(雇用:9戸,体験:9戸)
生きづらさを抱える人
(一般就労:48人,居場所:29人)
伴走支援:8団体

《その他の地域》

※生きづらさを抱える人(一般就労):農業分野への就労を希望している人、または適していると考えられる人
※生きづらさを抱える人(居場所):農業分野への社会参加（農作業体験）を希望している人、または適していると考えられる人
※農業者(雇用):積極的に検討したい、一定の条件が整えば雇用を検討してもいい等
※農業者(体験):受け入れても構わない、一定の条件が整えば受け入れても構わない、対象者をよく知ったうえで判断したい
※伴走支援:常時伴走支援が可能、時々であれば伴走支援が可能等

◎

4※網掛け部分はプラットフォーム設置地域


